
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

国
有
財
産
の
効
率
的
な
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の
国
有
財
産
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律 

 

（
国
有
財
産
法
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

目
次 

 
 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
四
条
） 

 
 

第
二
章 

管
理
及
び
処
分
の
機
関
（
第
五
条
―
第
九
条
の
四
） 

 
 

第
三
章 

管
理
及
び
処
分 

 
 

 

第
一
節 

通
則
（
第
九
条
の
五
―
第
十
七
条
） 

 
 

 

第
二
節 

行
政
財
産
（
第
十
八
条
・
第
十
九
条
） 

 
 

 

第
三
節 

普
通
財
産
（
第
二
十
条
―
第
三
十
一
条
） 

 
 

第
三
章
の
二 

立
入
り
及
び
境
界
確
定
（
第
三
十
一
条
の
二
―
第
三
十
一
条
の
五
） 

 
 

第
四
章 

台
帳
、
報
告
書
及
び
計
算
書
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十
八
条
） 
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第
五
章 

雑
則
（
第
三
十
九
条
―
第
四
十
一
条
） 

 
 

附
則 

第
一
条
中
「
管
理
」
を
「
「
管
理
」
」
に
、
「
特
別
の
定
」
を
「
特
別
の
定
め
」
に
、
「
除
く
外
」
を
「
除
く
ほ
か
」
に

改
め
る
。 

第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

第
四
条
の
見
出
し
中
「
総
轄
」
を
「
総
括
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
国
有
財
産
の
総
轄
」
を
「
国
有
財
産
の
総
括
」

に
、
「
管
理
及
び
処
分
の
適
正
を
期
す
る
た
め
」
を
「
適
正
な
方
法
に
よ
る
管
理
及
び
処
分
を
行
う
た
め
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
」
を
「
「
各
省
各
庁
の
長
」
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
六
条
中
「
、
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

第
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
国
有
財
産
の
総
轄
」
を
「
国
有
財
産
の
総
括
」
に
改
め
る
。 

第
八
条
の
見
出
し
中
「
引
継
」
を
「
引
継
ぎ
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但

し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
但
書
」
を
「
前
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
「
、
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

 
 

第
九
条
第
二
項
中
「
国
有
財
産
の
総
轄
」
を
「
国
有
財
産
の
総
括
」
に
改
め
る
。 



三 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

第
三
章
第
一
節
中
第
十
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
管
理
及
び
処
分
の
原
則
） 

第
九
条
の
五 

各
省
各
庁
の
長
は
、
そ
の
所
管
に
属
す
る
国
有
財
産
に
つ
い
て
、
良
好
な
状
態
で
の
維
持
及
び
保
存
、
用
途

又
は
目
的
に
応
じ
た
効
率
的
な
運
用
そ
の
他
の
適
正
な
方
法
に
よ
る
管
理
及
び
処
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
条
の
前
の
見
出
し
中
「
総
轄
」
を
「
総
括
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
国
有
財
産
の
管
理
及
び
処
分
の
適
正
を
期

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
」
を
「
前
条
に
規
定
す
る
国
有
財
産
の
適
正
な
方
法
に
よ
る
管
理
及
び
処
分
を
行
う
た
め
必
要
が
あ

る
」
に
、
「
そ
の
他
国
有
財
産
の
管
理
及
び
処
分
の
適
正
を
期
す
る
た
め
」
を
「
そ
の
他
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
執

つ
た
」
を
「
と
つ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
貸
付
」
を
「
貸
付
け
」
に
、
「
確
め
る
」
を
「
確
か
め
る
」
に
、
「
当

該
職
員
を
し
て
」
を
「
当
該
職
員
に
」
に
改
め
る
。 

第
十
一
条
中
「
置
か
な
け
れ
ば
」
を
「
お
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。 

第
十
三
条
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
三
千
万
円
」
を
「
一
億

五
千
万
円
」
に
、
「
除
く
外
」
を
「
除
く
ほ
か
」
に
、
「
三
億
円
」
を
「
十
五
億
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中

「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
三
千
万
円
」
を
「
一
億
五
千
万
円
」
に
、
「
除
く
外
」
を
「
除
く
ほ
か
」
に
、
「
三
億
円
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」
を
「
十
五
億
円
」
に
改
め
る
。 

第
十
五
条
中
「
会
計
を
し
て
」
を
「
会
計
に
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
「
こ
れ

を
」
を
削
る
。 

第
十
六
条
第
一
項
中
「
取
扱
」
を
「
取
扱
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
違
反
し
て
な
し
た
」
を
「
違
反
す
る
」
に
改

め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

第
十
八
条
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
及
び
「
こ
れ
に
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を

「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
の
地
上
権
」
を
「
第
二
項
第
一
号

の
貸
付
け
、
同
項
第
五
号
の
地
上
権
若
し
く
は
同
項
第
六
号
の
地
役
権
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
三

項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の

次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
財
産
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
用
途
又
は
目
的
を
妨
げ
な
い
限
度
に
お

い
て
、
貸
し
付
け
、
又
は
私
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

国
以
外
の
者
が
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
の
上
に
政
令
で
定
め
る
堅
固
な
建
物
そ
の
他
の
土
地
に
定
着
す
る
工
作
物
で
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あ
つ
て
当
該
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
の
供
用
の
目
的
を
効
果
的
に
達
成
す
る
こ
と
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
所

有
し
、
又
は
所
有
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
国
と
一
棟
の
建
物
を
区
分
し
て
所
有
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
そ

の
者
（
当
該
行
政
財
産
を
所
管
す
る
各
省
各
庁
の
長
が
当
該
行
政
財
産
の
適
正
な
方
法
に
よ
る
管
理
を
行
う
上
で
適
当

と
認
め
る
者
に
限
る
。
）
に
当
該
土
地
を
貸
し
付
け
る
と
き
。 

二 

国
が
地
方
公
共
団
体
又
は
政
令
で
定
め
る
法
人
と
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
の
上
に
一
棟
の
建
物
を
区
分
し
て
所
有
す

る
た
め
そ
の
者
に
当
該
土
地
を
貸
し
付
け
る
場
合 

三 

国
が
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
及
び
そ
の
隣
接
地
の
上
に
国
以
外
の
者
と
一
棟
の
建
物
を
区
分
し
て
所
有
す
る
た
め
そ

の
者
（
当
該
建
物
の
う
ち
行
政
財
産
で
あ
る
部
分
を
所
管
す
る
こ
と
と
な
る
各
省
各
庁
の
長
が
当
該
行
政
財
産
の
適
正

な
方
法
に
よ
る
管
理
を
行
う
上
で
適
当
と
認
め
る
者
に
限
る
。
）
に
当
該
土
地
を
貸
し
付
け
る
場
合 

四 

国
の
庁
舎
等
の
使
用
調
整
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
庁
舎
等
に
つ
い
て
そ
の
床
面
積
又
は
敷
地
に
余
裕
が
あ
る
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
国
以
外

の
者
（
当
該
庁
舎
等
を
所
管
す
る
各
省
各
庁
の
長
が
当
該
庁
舎
等
の
適
正
な
方
法
に
よ
る
管
理
を
行
う
上
で
適
当
と
認

め
る
者
に
限
る
。
）
に
当
該
余
裕
が
あ
る
部
分
を
貸
し
付
け
る
と
き
（
前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
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く
。
）
。 

五 
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
を
地
方
公
共
団
体
又
は
政
令
で
定
め
る
法
人
の
経
営
す
る
鉄
道
、
道
路
そ
の
他
政
令
で
定
め

る
施
設
の
用
に
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
た
め
に
当
該
土
地
に
地
上
権
を
設
定
す
る
と
き
。 

六 

行
政
財
産
で
あ
る
土
地
を
地
方
公
共
団
体
又
は
政
令
で
定
め
る
法
人
の
使
用
す
る
電
線
路
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
施

設
の
用
に
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
た
め
に
当
該
土
地
に
地
役
権
を
設
定
す
る
と
き
。 

３ 

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
当
該
土
地
の
上
に
所

有
す
る
一
棟
の
建
物
の
一
部
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
を
国
以
外
の
者
に
譲
渡
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
当
該
特
定
施
設
を
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
行
政
財
産
を
所
管
す
る
各
省
各
庁
の
長
が
当
該
行
政
財

産
の
適
正
な
方
法
に
よ
る
管
理
を
行
う
上
で
適
当
と
認
め
る
者
に
限
る
。
）
に
当
該
土
地
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

。 

４ 

前
項
の
規
定
は
、
同
項
（
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
の
貸

付
け
を
受
け
た
者
が
当
該
特
定
施
設
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 

第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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（
準
用
規
定
） 

第
十
九
条 

第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
（
前
条
第
二
項
第
五
号
又
は
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
地
上
権
又
は
地
役
権

を
設
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
三
条
を
除
き
、
前
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
又
は
収
益
を

許
可
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま

で
の
貸
付
け
、
同
項
第
五
号
の
地
上
権
若
し
く
は
同
項
第
六
号
の
地
役
権
の
設
定
、
同
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
貸
付
け
又
は
同
条
第
六
項
の
許
可
に
よ
り
行
政
財
産
の
使
用
又
は
収
益
を
さ
せ
る
場
合

に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 

第
二
十
条
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
「
貸
し
付
け
」
の
下
に
「
、
管
理
を
委
託
し
」
を
加
え
、
「
こ
れ
に
」
を
削

り
、
同
条
第
二
項
中
「
特
別
の
定
」
を
「
特
別
の
定
め
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
貸
付
期
間
） 

第
二
十
一
条 

普
通
財
産
の
貸
付
け
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。 

一 

植
樹
を
目
的
と
し
て
土
地
及
び
土
地
の
定
着
物
（
建
物
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
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）
を
貸
し
付
け
る
場
合 

六
十
年
以
内 

二 
建
物
の
所
有
を
目
的
と
し
て
土
地
及
び
土
地
の
定
着
物
を
貸
し
付
け
る
場
合
に
お
い
て
、
借
地
借
家
法
第
二
十
二
条

の
規
定
に
基
づ
く
借
地
権
の
存
続
期
間
を
設
定
す
る
と
き 

五
十
年
以
上 

三 

前
二
号
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
土
地
及
び
土
地
の
定
着
物
を
貸
し
付
け
る
場
合 

三
十
年
以
内 

四 

建
物
そ
の
他
の
物
件
を
貸
し
付
け
る
場
合 

十
年
以
内 

２ 

前
項
の
期
間
は
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
更
新

の
日
か
ら
同
項
各
号
に
規
定
す
る
期
間
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
「
以
下
公
共
団
体
」
を
「
以
下
「
公
共
団
体
」
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
屎し

尿
処
理
施
設
」
を
「
し
尿
処
理
施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

 
 

第
二
十
三
条
中
「
、
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
財
産
を
所
管
す
る
各
省
各
庁
の
長
は
、
借
受
人
か
ら
、
預
金
又
は
貯
金
の
払
出
し
と
そ

の
払
い
出
し
た
金
銭
に
よ
る
貸
付
料
の
納
付
を
そ
の
預
金
口
座
又
は
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
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を
希
望
す
る
旨
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
納
付
が
確
実
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
申
出
を
承
認
す
る
こ
と
が

貸
付
料
の
徴
収
上
有
利
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
申
出
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
因
つ
て
」
を
「
よ
つ
て
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
「
附
す
る
」
を
「
付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
基
き
」
を
「
基

づ
き
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
六
条
中
「
前
五
条
」
を
「
第
二
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
「
道
路
」
の
下
に
「
、
電
線
路
」
を
、
「
地

上
権
」
の
下
に
「
又
は
地
役
権
」
を
加
え
、
「
貸
付
」
を
「
貸
付
け
」
に
、
「
場
合
に
、
こ
れ
を
」
を
「
場
合
（
次
条
の
規

定
に
基
づ
い
て
使
用
又
は
収
益
を
さ
せ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
管
理
の
委
託
） 

第
二
十
六
条
の
二 

普
通
財
産
は
、
各
省
各
庁
の
長
が
当
該
財
産
の
有
効
な
利
用
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
適
当
と
認
め
る
者
に
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
「
管
理
受
託
者
」
と
い
う
。
）
は
、
管
理
の
目
的
を
妨
げ
な
い

限
度
に
お
い
て
、
各
省
各
庁
の
長
の
承
認
を
受
け
て
、
当
該
普
通
財
産
を
使
用
し
、
又
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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３ 

管
理
受
託
者
は
、
そ
の
管
理
の
委
託
を
受
け
た
普
通
財
産
の
管
理
の
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
管
理
の
委
託
を
受
け
た
普
通
財
産
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
管
理
受
託
者
の
収
入
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
収
益
が
前
項

の
管
理
の
費
用
を
著
し
く
超
え
る
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
管
理
受
託
者
は
、
そ
の
超
え
る
金
額
の
範
囲

内
で
各
省
各
庁
の
長
の
定
め
る
金
額
を
国
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
こ
え
る
」
を
「
超
え

る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
、
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

第
二
十
八
条
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
因
つ
て
」
を
「
よ
つ
て
」
に

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
代
る
」
を
「
代
わ
る
」
に
、
「
因
つ
て
」
を
「
よ
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
因
つ
て
」

を
「
よ
つ
て
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
除
く
外
」
を
「
除
く
ほ
か
」
に
改
め
、
同
条

第
四
号
中
「
屎し

尿
処
理
施
設
又
は
と、
畜
場
」
を
「
し
尿
処
理
施
設
又
は
と
畜
場
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を

「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
無
償
貸
付
け
」
を
「
無
償
貸
付
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
、
こ
れ
を
」
を
削
る
。 
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第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
「
更
新
の
と
き
」
を
「
更
新
の
日
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
八
条
の
五
中
「
信
託
事
務
の
処
理
の
適
正
を
期
す
る
た
め
」
を
「
信
託
事
務
の
処
理
を
適
正
に
行
う
た
め
」
に
改

め
る
。 

第
三
十
条
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
受
け
た
も
の
」
を
「
受
け
た
者
」
に
、
「
附
し
」
を

「
付
し
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
受
け
た
も
の
」
を
「
受
け
た
者
」
に
改
め
る
。 

「
第
三
章
の
二 

立
入
及
び
境
界
確
定
」
を
「
第
三
章
の
二 

立
入
り
及
び
境
界
確
定
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
立
入
」
を
「
立
入
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
通
知
の
内
容
を
公
告
し
て
、

」
を
「
当
該
通
知
は
、
公
告
を
も
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
か
き
」
を
「
垣
」
に
、
「
立
入
」
を
「
立
入
り
」
に

改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
立
入
」
を
「
立
入
り
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
の
三
第
三
項
中
「
と
と
の
つ
た
」
を
「
調
つ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
と
と
の
わ
な
い
」
を
「
調
わ

な
い
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
中
「
立
会
」
を
「
立
会
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
基
い
て
」
を
「
基
づ
い
て
」
に
改
め
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、
同
条
第
三
項
中
「
基
い
て
」
を
「
基
づ
い
て
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
こ
れ
を
定
め
た
」
を

「
当
該
境
界
を
定
め
た
」
に
、
「
こ
れ
を
公
告
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
告
し
な
け
れ
ば
」
に
、
「
附
記
し
な
け
れ
ば
」
を
「

付
記
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
中
「
附
し
て
」
を
「
付
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」

に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

第
三
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
、
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
調
製
し
」
を
「
作
成
し
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
基
き
」
を
「
基

づ
き
」
に
、
「
調
製
し
な
け
れ
ば
」
を
「
作
成
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
の
外
」
を
「
の
ほ
か
」
に
、
「
添
附
す
る
」
を
「
添
付
す
る
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
毎
に
」
を
「
ご
と
に
」
に
、
「
調
製
し
」
を
「
作
成
し
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同

条
第
二
項
中
「
基
き
」
を
「
基
づ
き
」
に
、
「
調
製
し
な
け
れ
ば
」
を
「
作
成
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
調
製
し
」
を
「
作
成
し
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
基
き
」
を
「
基

づ
き
」
に
、
「
調
製
し
な
け
れ
ば
」
を
「
作
成
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。 
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第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
の
外
」
を
「
の
ほ
か
」
に
、
「
添
附
す
る
」
を
「
添
付
す
る
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
八
条
中
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。 

第
三
十
九
条
本
文
中
「
、
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
「
、
こ
れ
を
」
を

削
り
、
同
条
を
附
則
第
一
条
と
す
る
。 

第
四
十
条
を
削
る
。 

第
四
十
一
条
中
「
調
製
す
べ
き
」
を
「
作
成
す
べ
き
」
に
改
め
、
「
朝
鮮
、
台
湾
、
樺
太
、
南
洋
、
関
東
州
及
び
」
及
び

「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
二
条
と
す
る
。 

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
売
払
」
を
「
売
払
い
」
に
、
「
貸
付
」
を
「
貸
付
け
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
て
い
、
、
触
す

る
」
を
「
抵
触
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
と
す
る
。 

第
四
十
三
条
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
四
条
と
す

る
。 第

四
十
四
条
及
び
第
四
十
五
条
を
削
る
。 

第
四
十
六
条
中
「
て
い
、
、
触
す
る
」
を
「
抵
触
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
五
条
と
す
る
。 
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第
四
十
七
条
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
六
条
と
す
る
。 

第
四
十
八
条
及
び
第
四
十
九
条
を
削
る
。 

本
則
中
第
三
十
八
条
の
四
を
第
四
十
一
条
と
し
、
第
三
十
八
条
の
三
を
第
四
十
条
と
し
、
第
三
十
八
条
の
二
を
第
三
十
九

条
と
す
る
。 

 

（
国
有
財
産
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

国
有
財
産
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
旧
軍
関
係
財
産
等
の
」
を
削
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
中
「
さ
ん
、
、
橋
」
を
「
桟
橋
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
三
条
第
二
項
中
「
第
五
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
九
条
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
五
条
第
一
項
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
六
条
中
「
貸
付
」
を
「
貸
付
け
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
取
り
こ
わ
し
て
」
を
「
取
り
壊
し
て
」
に
、
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
七
条
の
前
の
見
出
し
を
「
（
条
件
付
の
売
払
い
又
は
貸
付
け
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
埋
立
」
を
「
埋
立
て
」
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に
、
「
売
払
又
は
貸
付
」
を
「
売
払
い
又
は
貸
付
け
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
売
払
又
は
貸
付
」
を
「
売
払
い
又
は
貸

付
け
」
に
改
め
る
。 

第
八
条
中
「
売
払
又
は
貸
付
」
を
「
売
払
い
又
は
貸
付
け
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
九
条
の
前
の
見
出
し
、
同
条
及
び
第
九
条
の
二
を
削
る
。 

 
 

第
九
条
の
三
の
前
の
見
出
し
及
び
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
普
通
財
産
の
う
ち
土
地
及
び
土
地
の
定
着
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
土
地
等
」

と
い
う
。
）
は
、
所
管
す
る
各
省
各
庁
の
長
が
当
該
土
地
を
円
滑
に
売
り
払
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
土
地
等
の
一
部
に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
土
地
等
の
一
部
若
し
く
は
全
部
又
は
当
該
土
地
の
上
に
存
す
る
借
地
権
の
一
部

と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
二
項
の
交
換
は
、
交
換
に
係
る
財
産
の
価
額
の
差
額
が
そ
の
価
額
の
多
い
も
の
の
四
分
の
一
を
超
え
る
と
き
は
、
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
 

第
九
条
の
三
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
交
換
の
特
例
）
」
を
付
す
る
。 

 
 

第
十
条
を
削
る
。 
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第
九
条
の
四
中
「
第
九
条
の
三
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。 

第
十
条
の
二
中
「
行
な
つ
た
」
を
「
行
つ
た
」
に
改
め
る
。 

第
十
一
条
第
一
項
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、
「
附
し
て
」
を
「
付
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「

第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

国
有
財
産
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
売
払
代
金
又
は
交
換
差
金
及
び
そ
れ
ら
の
利
息
の

納
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
借
受
人
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
財
産
の
譲
渡
を
受

け
た
者
」
と
、
「
貸
付
料
」
と
あ
る
の
は
「
売
払
代
金
又
は
交
換
差
金
及
び
そ
れ
ら
の
利
息
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

附
則
第
三
項
を
削
る
。 

附
則
第
四
項
を
附
則
第
三
項
と
す
る
。 

附
則
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
削
る
。 

（
国
の
庁
舎
等
の
使
用
調
整
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

国
の
庁
舎
等
の
使
用
調
整
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
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改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
庁
舎
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。 

一 

行
政
財
産
の
う
ち
国
の
事
務
若
し
く
は
事
業
又
は
企
業
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
庁
舎
そ
の
他

の
建
物
及
び
そ
の
附
帯
施
設
並
び
に
こ
れ
ら
の
敷
地
（
敷
地
と
な
る
べ
き
土
地
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
） 

二 

国
の
事
務
若
し
く
は
事
業
又
は
企
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
国
が
借
り
受
け
て
い
る
建
物
及
び
そ
の
附
帯
施
設
並
び

に
こ
れ
ら
の
敷
地 

 
 

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
庁
舎
等
の
実
地
監
査
等
） 

第
三
条
の
二 

財
務
大
臣
は
、
庁
舎
等
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
使
用
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
各
省
各

庁
の
長
に
対
し
、
そ
の
所
管
に
属
す
る
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
庁
舎
等
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
に
関
す
る
資
料

若
し
く
は
報
告
を
求
め
、
又
は
部
下
の
職
員
に
実
地
監
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
四
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
「
受
け
た
場
合
」
の
下
に
「
又
は
庁
舎
等
に
つ
い
て
国
有
財
産
法
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第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
資
料
若
し
く
は
報
告
を
受
け
、
若
し
く
は
実
地
監
査
を
行
つ
た
場
合
」
を
加

え
、
「
、
当
該
報
告
書
に
基
き
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
一
項
、
第
二
項
及
び
前
項
」
に
、
「
基
い

て
」
を
「
基
づ
い
て
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一

項
及
び
第
二
項
」
に
、
「
は
か
り
」
を
「
諮
り
」
に
、
「
き
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

財
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
庁
舎
等
使
用
調
整
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

第
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

６ 

前
項
の
使
用
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
庁
舎
等
の
床
面
積
又
は
敷
地
に
余
裕
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
財
務

大
臣
は
、
関
係
の
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

一 

不
用
と
な
る
べ
き
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
庁
舎
等
の
用
途
を
廃
止
す
る
こ
と
。 

 
 

二 

第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
庁
舎
等
に
つ
い
て
廃
止
そ
の
他
の
借
受
け
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

 
 

三 

国
有
財
産
法
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
国
以
外
の
者
に
当
該
余
裕
が
あ
る
部
分
（
次
項
に
お
い
て
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「
余
裕
部
分
」
と
い
う
。
）
を
貸
し
付
け
る
こ
と
。 

７ 
財
務
大
臣
は
、
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
国
以
外
の
者
に
余
裕
部
分
を
貸
し
付
け
る
こ
と
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
政
制
度
等
審
議
会
に
諮
り
、
そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

第
五
条
中
「
き
い
て
」
を
「
聴
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「

あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

三 

庁
舎
等
と
す
る
目
的
を
も
つ
て
政
令
で
定
め
る
地
震
防
災
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
建
物
若
し
く
は
そ
の
附

帯
施
設
又
は
こ
れ
ら
の
敷
地
を
取
得
し
、
こ
れ
に
伴
つ
て
不
用
と
な
る
庁
舎
等
（
使
用
調
整
又
は
国
有
財
産
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
る
国
有
財
産
の
総
括
を
行
う
こ
と
に
よ
り
不
用
と
な
る
庁
舎
等
で
あ
つ
て
、
当
該
取
得
に
要
す
る
費
用
に

充
て
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
国
有
財
産
を
含
む
。
）
の
処
分
を
す
る
た
め
の
当
該
国
有
財
産
の
取
得
及
び
処
分 

（
特
定
国
有
財
産
整
備
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

特
定
国
有
財
産
整
備
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
一
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
「
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
」
を
削
り
、
「
及
び
利
子
」
の
下

に
「
、
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
」
を
「
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
」
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に
改
め
る
。 

 
 

第
十
一
条
第
一
項
中
「
特
定
の
国
有
財
産
の
取
得
に
伴
い
不
用
と
な
る
」
を
「
特
定
国
有
財
産
整
備
計
画
の
実
施
に
よ
り

処
分
を
す
る
こ
と
と
な
つ
た
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。 

一 

第
一
条
中
国
有
財
産
法
第
十
八
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
一
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
（
「

場
合
に
、
こ
れ
を
」
を
「
場
合
（
次
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
使
用
又
は
収
益
を
さ
せ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
」
に

改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
三
条
の
規
定
（
国
の
庁
舎
等
の
使
用
調
整
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五
条
の
改
正
規
定

を
除
く
。
）
並
び
に
附
則
第
四
条
の
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め

る
日 

二 

第
一
条
中
国
有
財
産
法
第
二
十
三
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
二
条
中
国
有
財
産
特
別
措
置
法
第
十
一
条
の



二
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

改
正
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日 

 

（
国
有
財
産
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
条 

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
有
財
産
特
別
措
置
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
さ
れ
て
い
る
管
理
の
委
託
は
、
改
正
後
の
国
有
財
産
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
管
理
の

委
託
と
み
な
す
。 

 

（
特
定
国
有
財
産
整
備
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
三
条 

第
四
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
特
定
国
有
財
産
整
備
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
国
有
財
産
の
取
得
及
び
処

分
に
関
す
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
費
用
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
国
有
財
産
整
備
特
別
会
計
法
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 
 

第
十
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
十
八
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。 


